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決算報告決算報告

区　　　分
平成22年度
決算額（万円）

平成21年度
決算額（万円）

前年度対比
（％） 区　　　分

平成22年度
決算額（万円）

平成21年度
決算額（万円）

前年度対比
（％）

町 税 51,221 49,351 3.8 

地 方 譲 与 税 5,158 5,346 −3.5 

利 子 割 交 付 金 267 305 −12.5 

配 当 割 交 付 金 121 94 28.7 

株式等譲渡所得割交付金 303 47 544.7 

地方消費税交付金 4,757 4,848 −1.9 

自動車取得税交付金 975 1,211 −19.5 

地方特例交付金等 831 728 14.1 

地 方 交 付 税 178,298 167,839 6.2 

交通安全対策特別交付金 90 96 −6.3 

分担金及び負担金 1,213 1,017 19.3 

使用料及び手数料 6,169 6,200 −0.5 

国 庫 支 出 金 43,501 36,671 18.6 

県 支 出 金 41,456 27,562 50.4 

財 産 収 入 2,105 1,926 9.3 

寄 附 金 129 220 −41.4 

繰 入 金 200 3,800 −94.7 

繰 越 金 25,648 34,433 −25.5 

諸 収 入 7,095 6,272 13.1 

町 債 38,515 29,455 30.8 

合 計 408,052 377,421 8.1 

40億8,052万円

40億8,052万円

町  税

5億1,221万円
12.6％

地方交付税

17億8,298万円
43.7％

国庫支出金
4億3,501万円

10.7％

　繰越金　
2億5,648万円

6.3％

分担金及び負担金
1,213万円　0.3％

使用料及び手数料
6,169万円　1.5％

財産収入
2,105万円　0.5％

寄附金　129万円　0.0％

諸収入　7,095万円　1.7％

地方譲与税　5,158万円　1.3％

自動車取得税交付金   975万円　0.2％

地方消費税交付金   4,757万円　1.2％

交通安全対策特別交付金
90万円　0.0％

県支出金
4億1,456万円

10.2％

繰入金   200万円　0.0％ 町  債   
3億8,515万円　

9.4％

地方特例交付金等　831万円　0.2％

利子割交付金　267万円　0.1％

配当割交付金　121万円　0.0％

株式等譲渡所得割交付金　303万円　0.1％

歳  入

平成22年度　歳入決算額

決算収支の概況 町税の内訳

歳 入 勝  浦  町

普通会計普通会計普通会計
決算報告

平成22年度
総
額

　普通会計の決算は、歳入総額40億8,052万(前年度8.1％増)、

歳出総額34億9,671万(前年度5.1％増)となり、歳入歳出とも前

年度増となりました。

歳 入 総 額　　　　　　　 Ａ
歳 出 総 額　　　　　　　 Ｂ
歳入歳出差引額（Ａ－Ｂ）　 Ｃ
翌年度へ繰り越すべき財源 Ｄ
実質収支額    （Ｃ－Ｄ）

408,052

349,671

58,381

8,898

49,483

区　分

町 民 税

固定資産税

軽自動車税

平成22年度決算額 区　分 平成22年度決算額

19,719

26,178

1,786

町たばこ税

鉱 産 税

計

3,323

215

51,221

普通会計決算

歳出
　目的別、性質別歳出決算額は、次のページのとおりと

なっています。

財政指標

経常収支比率　72.0％
（前年度より 4.6％の改善）

　人件費や公債費など継続して

固定的に支出される経費のため

に、経常一般財源（町税など使

途が特定されず毎年経常的に歳

入される金）がどれだけ重用さ

れたかを示します。この割合が

高いほど財政的余裕がないとい

うことになり、80％以内が望ま

しいとされています。

依存財源依存財源

77.1％77.1％

自主財源自主財源

22.9％22.9％
自主財源

22.9％

依存財源

77.1％

（単位：万円）（単位：万円）

*1

*2

歳入
　町税、財産収入などの自主財源　は、全体の22.9％を

占めています。残りは国や県の補助金、町債（町の

借金）などの依存財源で占められています。

*3

624,661円 550,766円
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決算報告

議会費
5,168万円　1.5％

労働費
300万円　0.1％

農林水産業費　2億9,065万円　8.3％

土木費
4億5,536万円

13.0％

商工費　
1億9,642万円　5.6％

消防費
8,942万円
2.6％

維持補修費
3,277万円
0.9％

扶助費
2億35万円
5.7％

補助費等
3億1,918万円
9.1％

災害復旧事業費
2,521万円   0.7％

投資及び出資金
1,503万円  0.4％

貸付金　448万円　0.1％
繰出金　3億8,007万円　10.9％

災害復旧費
2,522万円
0.7％

平成22年度　目的別歳出決算額平成22年度　性質別歳出決算額

区　　　分
平成22年度
決算額（万円）

平成21年度
決算額（万円）

前年度対比
（％）

区　　　分
平成22年度
決算額（万円）

平成21年度
決算額（万円）

前年度対比
（％）

人 件 費 52,583 56,793 

物 件 費 43,988 51,986 

維持補修費 3,277 3,461 

扶 助 費 20,035 15,832 

補 助 費 等 31,918 31,235 

普通建設事業費 95,361 52,852 

災害復旧事業費 2,521 4,050 

公 債 費 47,941 51,135 

積 立 金 12,089 29,920 

投資及び出資金 1,503 3,935 

貸 付 金 448 444 

繰 出 金 38,007 31,130 

合 計 349,671 332,773 

−3.9 

−39.1 

20.4 

11.9 

−93.5 

10.8 

84.2 

87.0 

0.9 

39.6 

−37.7 

−6.2 

5.1 

議 会 費 5,168 5,379 

総 務 費 50,024 82,188 

民 生 費 71,814 59,664 

衛 生 費 35,982 32,165 

労 働 費 300 4,625 

農林水産業費 29,065 26,239 

商 工 費 19,642 10,664 

土 木 費 45,536 24,356 

消 防 費 8,942 8,866 

教 育 費 32,735 23,442 

災害復旧費 2,522 4,050 

公 債 費 47,941 51,135 

合 計 3,496,71 332,773 

−7.4 

−15.4 

−5.3 

26.5 

2.2 

80.4 

−37.8 

−6.2 

−59.6 

−61.8 

0.9 

22.1 

5.1 

総務費
5億24万円

14.3％

人件費   
5億2,583万円

15.0％

物件費
4億3,988万円

12.6％

公債費
4億7,941万円

13.7％

積立金
1億2,089万円
3.5％

公債費
4億7,941万円

13.7％

衛生費
3億5,982万円
10.3％

普通建設事業費
9億5,361万円

27.3％

教育費
3億2,735万円

9.4％
民生費

7億1,814万円
20.5％34億9,671万円

歳  出
目的別

34億9,671万円

歳  出
性質別

財政比較や統一的な掌握のため、地方財政統計上統一的に用いられる会計区分。本町
の場合は一般会計と住宅新築資金貸付特別会計を合わせたもの。

*1　普通会計⋯⋯

形式収支から継続費や繰越明許費にともなって翌年度に繰り越すべき一般財源（これ
は当年度ではなく翌年度に属する）を控除して求める。これが最も重要な収支尻で、
この実質収支が黒字の場合、黒字団体といい、赤字になると赤字団体という。

*2　実質収支額⋯⋯

自前で収入できるお金。町税、分担金負担金、使用料手数料、財産収入、寄附金など。*3　自主財源⋯⋯

用語解説

普通会計
34億9,671万円歳 出 総

額

　本町は自主財源が乏しく、ほとんどの財源を
交付税・補助金等に依存しており、国・県の財
政状況の影響を受ける構造となっているため、
歳入歳出の見直しを行うなど財政の健全化に努
めています。
　今後も町民の皆さんから納めていただいた税
金や地方交付税などの収入で明るく活力に満ち
た住みよい町づくりに努めていきます。

依存財源

77.1％

自主財源

22.9％

平成22年度
町民一人当たりの
納めた町税は

85,297円

￥

平成22年度
町民一人当たりに
使われたお金は

総額 582,300円

＊各グラフの比率は四捨五入のため合計が100％にならない場合があります。
＊一人当たりは平成22年10月1日現在の人ロ(6,005人)

624,661円 550,766円



　私たちは、日本赤十字社徳島県支部奉仕団炊き

出し支援隊第２班として、9月17日から20日の４

日間、宮城県女川町総合体育館避難所へ炊き出し

に参加させていただきました。

　日本赤十字社山形県支部で奉仕団やボランティ

アと合流し、マイクロバスにて、目的地の宮城県

女川町総合運動公園内体育館へと向かいました。

その道中に、横倒しになった家、積み重なる車、

がれきの山、地盤沈下した住宅地、地盤跡、高台

の津波に襲われた家、テレビで観ていた光景を実

際に目のあたりにして、愕然（がくぜん）としま

した。６か月経った今でも、画面越しにはとても

伝わりきれなかったなんとも言えない衝撃でした。

　女川町総合運

動公園内体育館

避難所では238

名が避難してい

ます。避難所で、

徳島の郷土料理

「阿波牛たっぷり

牛丼・そば米汁」

や山形の郷土料理「山形芋煮」を500食炊き出しし

ました。郷土料理は、非常に喜ばれ、特に阿波牛

たっぷり牛丼は、500食があっという間になくなり

ました。

　避難所には炊事場がなく、避難所生活の方たち

は、毎日、菓子パンや業者から委託されたお弁当

が届けられるそうです。また、買い物や風呂に行

くのに身分証明書（名札）を付けてシャトルバス

を利用して行くとのことでした。

　敬老の日には、敬老を祝った「お赤飯」等に徳

島名産「すだち」を全員にプレゼントしました。

お赤飯を「敬老おめでとうございます。」と言い

ながら手渡すと「ああそうか敬老の日か」「赤飯

正月から食べてないなあ」「おいしかった」「あり

がとう」との言葉が返ってきました。そうした言

葉を聞いて、私たちはとても幸せな気分になりま

した。

　今も忘れない、３月11日のテレビニュースを見

た時、あの真っ黒な津波の威力のすごいこと、流

される車や家屋、これが現実に起こっているのか

信じられませんでした。そして、ニュースを見て

いた人たちは、私たちになにができるのだろうか、

世界中の人々が思いました。

　こうした機会を与えていただき、被災地で被災

者の方とのお話できたことや元気をもらったこと、

山形県赤十字奉仕団等の方たちとの共同作業がで

きたこと等に感謝いたします。

　徳島県も南海地震・東南海地震が今後30年以内

に発生する確率60％とされています。日ごろから、

地域を見ておき、地震が起こった時、大洪水にな

った時どこに逃げるのか家族と話をしておくこと

が大切です。また、避難訓練や地域の活動に積極

的に参加し、コミュニケーションを図っておく必

要があると思います。３月11日から 6 か月経った

今も、がれきが山積みになったまま、地盤が沈下し、

家が海の中に倒れたまま、復興とは、ほど遠い進

捗状況です。

　被災地の一日も早い復興を心から願っています。

東日本大震災
　炊き出し支援隊に参加して

勝浦町赤十字奉仕団 　秋成　ふみよ
 　大久保十祈子

　役場窓口に設置していま

した「東北関東大震災募金

箱」は終了しました。

　道の駅「ひなの里かつう

ら」や町民体育館募金箱と

ともに、平成23年10月６

日に、日本赤十字社徳島県

支部へ義援金として送付さ

せていただきました。

　ご協力ありがとうござい

ました。
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オレンジ座の皆さんによる介護劇
認知症の理解がより深まりました。

「やまぼうし」の皆さんによるコーラス　すばらしい歌声を堪能しました 体育館で行われた健康体操　大勢の方が参加されました。

認知症の予防と
体力をつけるコ
ツについて解り
やすく話される
神戸常盤大学の
柳本有二教授

表
彰
状
・
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
贈
呈
を
受
け
ら

れ
た
方
々
は
、次
の
と
お
り
で
す
。　　
　
　

   

︵
敬
称
略
︶

まちかど散歩みち

⑴
勝
浦
町
長
表
彰　
　
　

入 

田 　

 

定
︵
民
生
児
童
委
員
︶

觀 

野 

正 

弘
︵
民
生
児
童
委
員
︶

⑵
記
念
品
贈
呈

米
寿
到
達
者

喜
寿
到
達
者

　
　
　

⑶
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
表
彰

勢 

田 

敏 

弘
︵
社
会
福
祉
︶

野 

﨑 

泰 

宏
︵
社
会
福
祉
︶

前 

田 

和 

代
︵
社
会
福
祉
︶

大
岡
圭
之
進
︵
老
人
福
祉
︶

徳
山
ミ
ツ
子
︵
老
人
福
祉
︶

鼻
知
場
ミ
ユ
キ
︵
老
人
福
祉
︶

宮 

本 

千 

秋
︵
母
子
福
祉
︶

筧 　

 

忠 

幸
︵
父
子
福
祉
︶

新 

田 　

 

實
︵
更
生
保
護
活
動
︶

田  

中 　

潤
︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
︶

清 

水 

藤 

子
︵
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
︶

西 

谷 

英 

子
︵
施
設
福
祉
︶

西 

川 

勝 

子
︵
施
設
福
祉
︶

福 

田 

順 

子
︵
施
設
福
祉
︶

野
上
佳
陽
子
︵
施
設
福
祉
︶

竹 

田 

富 

代
︵
在
宅
福
祉
︶

⑷
勝
浦
町
社
会
福
祉
協
議
会

会
長
感
謝
状

山 

田 

敏 

信
︵
善
意
銀
行
︶

福 

本 　

 

治
︵
善
意
銀
行
︶

長 

町 

光 

子
︵
善
意
銀
行
︶

阿 

部 

房 

子
︵
善
意
銀
行
︶

筧 　

 

重 

子
︵
歳
末
募
金
︶

吉 

野 　

 

学
︵
歳
末
募
金
︶

長 

田 

博 

文
︵
歳
末
募
金)

三 

﨑 

厚 

克
︵
歳
末
募
金)

大 

上 　

 

昭
︵
歳
末
募
金)

森 　

 

道 

子
︵
歳
末
募
金)

勝
浦
を
考
え
る
会
︵
歳
末
募
金)

㈱
東
肥
糧
製
造
所
︵
歳
末
募
金)

　

去
る
10
月
15
日
㈯
、
農
村
環
境
改

善
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
21
回
目
と

な
る
健
康
・
福
祉
ま
つ
り
が
町
民
約

５
０
０
人
の
参
加
の
も
と
盛
大
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
町
と
社
会
福
祉
協

議
会
が
関
係
団
体
と
協
力
の
も
と
町

民
の
方
々
の
健
康
と
福
祉
の
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
テ
ー
マ
を
﹁
老
化
を
遅
ら

せ
、
若
々
し
い
体
力
を
少
し
で
も
長

く
保
と
う
﹂
と
し
、
寝
た
き
り
や
認

知
症
を
防
ぎ
、
国
の
目
指
す
元
気
な

85
歳
の
実
現
に
つ
な
げ
た
い
と
い
う

思
い
か
ら
取
り
上
げ
た
も
の
で
す
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、
オ
レ
ン
ジ
座

に
よ
る
介
護
劇
﹁
ど
こ
い
っ
き
ょ

ん
？
て
声
か
け
て
﹂
が
上
演
さ
れ
、

認
知
症
の
理
解
が
よ
り
深
ま
っ
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
永
年
に
わ
た
り
、
地
域
で

社
会
福
祉
活
動
に
貢
献
さ
れ
た
個
人

や
団
体
に
表
彰
状
や
感
謝
状
の
贈
呈

と
今
年
、
米
寿
に
到
達
さ
れ
た
39
名

と
喜
寿
に
到
達
さ
れ
た
90
名
に
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
講
演
さ
れ
た
、
神
戸
常

盤
大
学
の
柳
本
有
二
教
授
は
、
認
知

症
の
予
防
と
体
力
を
つ
け
る
コ
ツ
に

つ
い
て
解
り
や
す
く
話
さ
れ
、
そ
の

中
で
、
身
体
と
脳
の
活
性
化
に
つ
な

が
る
片
足
立
ち
や
一
人
じ
ゃ
ん
け
ん

な
ど
の
紹
介
が
あ
り
、
参
加
者
は
、

早
速
実
践
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
男
の
料
理
教
室
会
員
に
よ

る
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
開
設
さ
れ
、
１

５
０
人
分
用
意
し
た
手
作
り
お
や
つ

も
手
軽
に
で
き
て
お
い
し
い
と
大
変

好
評
で
し
た
。

　

一
方
、
町
民
体
育
館
で
は
、
Ｋ
フ

レ
ン
ズ
に
よ
る
健
康
体
操
や
ニ
ュ
ー

ス
ポ
ー
ツ
﹁
カ
ロ
ー
リ
ン
グ
﹂
が
紹

介
さ
れ
、
参
加
者
は
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
悪
天
候
の
た
め
、
急
き
ょ
体

育
館
で
の
開
催
と
な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
に
よ
る
各
種
模
擬
店
で
は

大
勢
の
人
々
で
大
変
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

　

町
で
は
、
こ
の
集
い
を
契
機
と
し

て
、
町
民
の
方
々
が
健
康
で
安
心
し

て
住
め
る
町
づ
く
り
の
た
め
、
今
後

と
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
関
係
者
の
方
々
に
深
く
感

謝
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第第

回

第

回

盛
大
に

開
催
さ
れ
る!

第
９
回  

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

盛
大
に

開
催
さ
れ
る
！

健
康
・
福
祉
ま
つ
り

健
康
・
福
祉
ま
つ
り
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出店者

揚たこ力衛門

大久保鍛冶屋

グループ星娘☆☆

JA東とくしまよってネ市

瀧本和仁農園

坪井木工所

㈲花房自動車整備工場

プニとダイのみかん屋さん

よって菜（母子部）

かつうら元気市運営協議会

地区

山西

横瀬

星谷

生名

坂本

棚野

生名

中山

今山

久国

内容

たこ焼き

刃物、農具

焼きとり、野菜、
みかんほか

勝浦農産物

原木しいたけ

木工小物ほか

中古車展示販売

みかんつめほう
だい、柑橘類

寿司、赤飯、
ほたようかん

こんにゃく田楽、
テールスープ

　11月20日㈰、道の駅ひなの里かつうら周辺において、「かつうら元気市」
を開催します。今年の目玉は、町内外、県外からこだわり商品が集まる軽ト
ラ市です。町民の皆さま、ぜひかつうら元気市へおこしいただき、見て、参
加して、楽しい話をして楽しくお過ごしください。今回のイベントで町の魅
力や新しい発見と出会ってくだされば幸いです。詳しくは、今回の記事や折
り込みチラシをご覧ください。

　例えば、軽トラックの荷台をお店にするなど、主
に軽自動車を利用したフリーマーケットのことです。
今回は、町内の方をはじめ、町外からも海産物や徳
島市内の朝市でこだわり野菜等を販売する方、遠くは、
秋田県から特産品を販売します。
　来場者の皆さまにとっての最大のメリットは、会
話を楽しみながらお買い物ができることです。

　昨年の元気市で話題となった「みかんの皮をどれ
だけ長くむくことができるか」を競うみかんの皮む
き大会がＭ－1ＧＰＸ（エムワングランプリ）と名称
とルールを新たに行います。優勝者にはオリジナル
賞状と景品をご用意します。

　初回のかつうら元気市から続いている大声大会。
大声を出していただき、その大きさを測定します。
日頃のストレス発散に参加してみませんか !? どなた
でも参加可能で、部門は子ども男（小学生以下）、子
ども女（小学生以下）、大人男（中学生以上）、大人女（中
学生以上）があり、優勝者には景品があります。

・

　千葉県勝浦市商工会青年部を中心に関
係団体などの協力を得て、「熱血！！勝浦
タンタンメン船団」を結成し、９月10、
11日に開催された関東Ｂ-１グランプリ
in行田（関東大会）に出展して、シルバー
グランプリ（準優勝）を獲得しました。
　11月12日㈯、13日㈰に兵庫県姫路市
で開催される「Ｂ-１グランプリin姫路
（全国大会）」に千葉県から参戦しますの
で、是非この機会に「熱血!!勝浦タンタン
メン船団」ブースに遊びに来ていただき、
千葉県勝浦市の美味しい“勝浦タンタン
メン”を味わってみてください。

「熱血!! 勝浦タンタンメン船団」
Ｂ-１グランプリin 姫路に参戦!

かつうら元気市 かつうら元気市 開催開催かつうら元気市 かつうら元気市 開催開催
　場所　道の駅ひなの里かつうら周辺（生名）

・問い合わせ　かつうら元気市運営協議会事務局  勝浦町産業建設課　☎（42）1505  IP㈹050（3438）7148

9：25

9：00

時間

9：50

10：20

10：35

11：00

11：25

11：40

12：05

12：30

13：10

音楽バンド

音楽バンド

内容

マジックショー

漫才

音楽バンド

音楽バンド

ダンス

音楽バンド

音楽バンド

大声大会

合唱

K-クレイジーハヌマーン
瀧花 直行さん（今山）ほか

徳島ベンチャーズ

出演者名

徳島県奇術同好会員

セカンドストーリー

KAT-TUN：ら
鶴居 義道さん（横瀬）ほか

K-BOX ALL STARS
金澤 豊幸さん（久国）ほか

K-Friends ハワイアンダンス教室   
講師 松下茂子さん（沼江）ほか

Pattie
米川 満之さん（棚野）ほか

B.C.G
清水 一人さん（生名）ほか

年齢・男女等制限無し　

11時頃から受付

ひなの里合唱団

ステージイベントタイムスケジュールと町内の主な出演者

軽トラ市に出店する町内の方

軽トラ市軽トラ市軽トラ市

大声大会大声大会大声大会

　徳島県内の女子大学生２名による漫才コンビ「セ
カンドストーリー」の漫才が行われます。そのほか、
小さいお子様から楽しめるマジックショーや町内の
方などで構成する音楽バンド、合唱などが行われます。

ステージイベントステージイベントステージイベント

Ｍ−１ＧＰＸ１ＧＰＸＭ−１ＧＰＸ （みかんの皮むき大会）

　当日の駐車場は、道の駅とＪＡ東とくしまよって
ネ市の駐車場を予定していますが、混雑が予想され
ます。そのため、星谷運動公園（星谷）を第２駐車
場としてご用意しており、シャトルバスを運行しま
すので、お車でお越しの方はご利用ください。
　なお、路上駐車等、法律等で駐車できない場所や
他の車両の通行の妨げとなるような場所には絶対に
駐車しないでください。

駐車場について

11月20日㈰
午前９時～午後２時

かつうら元気市 開催

まちかど散歩みち

6



「熱血 !!勝浦タンタンメン船団」ＨＰ：http://www.katsuura.or.jp/sendan/
・・問い合わせ　勝浦市商工会 浅野　☎0470-73-0199　E-mail：m-asano@chibaken.or.jp

勝浦タンタンメンとは⋯

通常のゴマ系と違い、醤油ベースのスープに
ミジン切りの玉ネギと挽肉が入った、ラー油
がたくさん使われたラー油系タンタンメン

　千葉県勝浦市商工会青年部を中心に関　千葉県勝浦市商工会青年部を中心に関
係団体などの協力を得て、「熱血！！勝浦係団体などの協力を得て、「熱血！！勝浦
タンタンメン船団」を結成し、９月タンタンメン船団」を結成し、９月1010、
1111日に開催された関東Ｂ-１グランプリ日に開催された関東Ｂ-１グランプリ
in行田（関東大会）に出展して、シルバーin行田（関東大会）に出展して、シルバー
グランプリ（準優勝）を獲得しました。グランプリ（準優勝）を獲得しました。
　11　11月1212日㈯、13日㈰に兵庫県姫路市日㈯、13日㈰に兵庫県姫路市
で開催される「Ｂ-１グランプリin姫路で開催される「Ｂ-１グランプリin姫路
（全国大会）」に千葉県から参戦しますの（全国大会）」に千葉県から参戦しますの
で、是非この機会に「熱血!!勝浦タンタンで、是非この機会に「熱血!!勝浦タンタン
メン船団」ブースに遊びに来ていただき、メン船団」ブースに遊びに来ていただき、
千葉県勝浦市の美味しい“勝浦タンタン千葉県勝浦市の美味しい“勝浦タンタン
メン”を味わってみてください。メン”を味わってみてください。

　現在、環境やリサイクルへの国民の関心が高まっており、政府では廃棄物の発生抑制（リ

デュース、Reduce）、再使用（リユース、Reuse）、再利用（リサイクル、Recycle）を「３Ｒ」

としてまとめ、様々な取り組みを行っています。

　町民の皆さんにも、環境問題やリサイクルの推進に関心を持ってもらうため「第３回環境

町民のつどい」をつぎのとおり開催します。講師として剣山頂上ヒュッテ経営者の新居綱男

（にいつなお）氏をお迎えし、「剣山での私」をテーマに講演していただきます。

昭和12年   麻植郡木屋平村に生まれる。

昭和36年から剣山頂上ヒュッテの仕

事に従事する。

昭和47年　剣山頂上ヒュッテを大改

築し経営者として本格的に取り組む。

昭和58年から民宿雲海荘も経営する。

また長年に渡り自然保護にも力を入れ、

国立公園の指導員・森林保全の監視

員・国有林の監視員や自然休養林等

保護管理協議会の巡視員等で剣山周

辺の美化清掃・登山道や標識等の保

守点検をし登山者の安全にも努める。

午後２時〜午後４時（予定）

勝浦町住民福祉センター
３階大ホール

参加された方には、記念品を

進呈します。

11月21日㈪
日 時

場 所

新 居 綱 男 氏
に   い  つな  お

プロフィール

環境町民のつどい開催のお知らせ第３回 

「熱血!! 熱血!! 勝浦タンタンメン船団勝浦タンタンメン船団」が

Ｂ-１グランプ１グランプリin n 姫路姫路に参戦!

“勝浦ネットワーク”友好都市情報

　千葉県勝浦市商工会青年部を中心に関
係団体などの協力を得て、「熱血！！勝浦
タンタンメン船団」を結成し、９月10、
11日に開催された関東Ｂ-１グランプリ
in行田（関東大会）に出展して、シルバー
グランプリ（準優勝）を獲得しました。
　11月12日㈯、13日㈰に兵庫県姫路市
で開催される「Ｂ-１グランプリin姫路
（全国大会）」に千葉県から参戦しますの
で、是非この機会に「熱血!!勝浦タンタン
メン船団」ブースに遊びに来ていただき、
千葉県勝浦市の美味しい“勝浦タンタン
メン”を味わってみてください。

「熱血!! 勝浦タンタンメン船団」が

Ｂ-１グランプリin 姫路に参戦!

かつうら元気市 開催かつうら元気市 開催

・

軽トラ市

大声大会

ステージイベント

Ｍ−１ＧＰＸ

まちかど散歩みち
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9

　

先
月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
と
お

り
、
平
成
24
年
度
の
課
税
通
知
か
ら
税
目
ご

と
に
納
税
通
知
書
を
送
付
し
、
町
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
に
分
け
て

納
税
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
口
座
振
替
の
納
付
方
法

で
、
従
来
１
つ
の
口
座
か
ら
町
県
民
税
、

固
定
資
産
税
、
国
民
健
康
保
険
税
を
口
座

振
替
で
納
め
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、

税
目
ご
と
に
銀
行
や
農
協
な
ど
の
金
融
機

関
を
分
け
た
り
、
同
じ
金
融
機
関
の
別
の

口
座
に
分
け
て
口
座
振
替
を
す
る
こ
と
が

可
能
に
な
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
金
融
機
関
で
口

座
振
替
を
さ
れ
て
い
る
方
に
対
し
て
、
平

成
24
年
度
か
ら
口
座
振
替
を
す
る
口
座
に

つ
い
て
継
続
ま
た
は
変
更
の
確
認
を
お
願

い
す
る
お
知
ら
せ
を
11
月
中
旬
ご
ろ
お
送

り
す
る
予
定
で
す
。

確
認
事
項

１
従
来
通
り
の
登
録
口
座
で
３
税
を
口
座

振
替
す
る
︵
継
続
︶。

２
税
目
ご
と
に
別
々
の
口
座
で
口
座
振
替

を
す
る
︵
変
更
︶。

　

勝
浦
町
で
は
、
次
の
と
お
り
職
員
採
用

試
験
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

・
試
験
区
分

︻
保
健
師
︼　

若
干
名

昭
和
51
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
保
健
師
の
免
許
を
有
す
る
者
、

も
し
く
は
平
成
24
年
春
の
国
家
試
験
に

よ
り
保
健
師
の
免
許
を
取
得
す
る
見
込

み
の
者
。

︻
看
護
師
︵
准
看
護
師
可
︶︼　

若
干
名

昭
和
46
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た

者
で
、
看
護
師
︵
准
看
護
師
可
︶
の
免

許
を
有
す
る
者
、
も
し
く
は
平
成
24
年

春
の
国
家
試
験
に
よ
り
看
護
師
︵
准
看

護
師
可
︶
の
免
許
を
取
得
す
る
見
込
み

の
者
。

・
応
募
方
法

　

市
販
の
履
歴
書
の
左
上
部
﹁
試
験
区
分

保
健
師　

又
は　

看
護
師
﹂
と
朱
書
し
、

該
当
項
目
記
載
し
て
い
た
だ
き
、
顔
写
真

を
添
付
の
上
、
総
務
税
務
課
ま
で
提
出
く

だ
さ
い
。

・
試
験
内
容　

論
文
試
験
・
口
述
試
験

・
試
験
日　
　

平
成
23
年
11
月
27
日
㈰

・
申
込
期
間　

11
月
１
日
㈫
〜
11
月
14
日
㈪

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
物
心
両
面
に
お

世
話
に
な
り
、
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
お
正
月
恒
例
の
徳
島
駅
伝
は
、

来
年
の
お
正
月
も
従
来
ど
お
り
の
大
会
日

程
及
び
試
合
形
式
で
、
58
回
目
の
大
会
が

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
に
向
け
ま
し
て
選
手
、
関
係
者
は

練
習
、
準
備
等
に
一
生
懸
命
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

大
会
を
間
近
に
控
え
、
個
人
練
習
、
合

同
練
習
に
お
い
て
路
上
で
の
練
習
の
機
会

も
増
え
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
次
の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

⑴
道
路
で
は
右
側
、
左
側
の
ど
ち
ら
も
走

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
を

お
願
い
し
ま
す
。︵
な
る
べ
く
交
差
点

や
道
路
を
横
断
し
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
で
す
。

⑵
夜
間
、
選
手
が
見
え
れ
ば
、
ラ
イ
ト
を

下
向
き
に
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
し
ま
す
。

⑶
犬
の
放
し
飼
い
を
止
め
て
く
だ
さ
い
。

　

夜
間
の
合
同
練
習
を
水
曜
日
・
金
曜
日

の
夜
に
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
加
え
て
、
９
月
上
旬
か
ら
は
、

毎
週
日
曜
日
午
前
中
に
実
施
の
合
同
練
習

を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

走
る
こ
と
に
興
味
の
あ
る
か
た
は
、
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

町
税
を
口
座
振
替
で
納
付　

さ
れ
て
い
る
み
な
さ
ま
へ

勝
浦
郡
陸
上
競
技
協
会
か
ら

の
お
願
い

平
成
23
年
度

勝
浦
町
職
員
採
用
試
験　

情報アラカルト
■
問
い
合
わ
せ

 
・
総
務
関
係　

☎︵
４
２
︶２
５
１
１

 

・
税
務
関
係　

☎︵
４
２
︶１
５
０
３ 

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　

総
務
税
務
課

教
育
委
員
会

■
問
い
合
わ
せ

　

☎︵
４
２
︶２
５
１
５

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　



応
募
さ
れ
る
方
は
、
11
月
16
日

㈬
ま
で
に
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ・ハ
ー
ト
」 

11
月
22
日
㈫　
午
後
７
時
〜

上
勝
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

入
場
無
料

11
月
27
日
㈰

午
後
１
時
開
場

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
開
演

勝
浦
町
農
村
環
境
改
善

　
　
　
　

セ
ン
タ
ー

【
表
彰
式
】11

月
５
日
㈯
９
時
〜

佐
那
河
内
村
民
体
育
館

【
作
品
展
】11

月
５
日
㈯
〜
11
日
㈮

10
時
〜
16
時

佐
那
河
内
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

　
　
　
　

の
里
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー　

情報アラカルト
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・・・

・・・・・

・・・・・・・

　

平
成
24
年
４
月
１
日
か
ら
、
勝
浦
町
の

保
育
所
に
入
所
を
希
望
す
る
児
童
の
保
護

者
を
対
象
に
、
次
の
と
お
り
入
所
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
出
席
く
だ

さ
い
。

・
日
時　

平
成
23
年
11
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
後
７
時
か
ら

・
場
所

　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
和
室

・
入
所
要
件

　

家
庭
で
保
育
に
か
け
る
乳
幼
児

・
保
育
所
名

　

勝
浦
こ
す
も
す
保
育
園

　

勝
浦
み
か
ん
保
育
園

　

﹁
平
成
23
年
度
に
お
け
る
子
ど
も
手
当

の
支
給
に
関
す
る
特
別
措
置
法
﹂
が
10
月

１
日
よ
り
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
子

ど
も
手
当
の
制
度
が
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
以
降
も
子
ど
も
手
当
を
受
給
す
る
に

は
、
す
べ
て
の
方
が
申
請
が
必
要
で
す
。

９
月
分
ま
で
受
給
さ
れ
て
い
た
方
に
は
、

認
定
請
求
書
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、

必
要
書
類
を
添
付
の
う
え
、
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

・
申
請
先
及
び
申
請
期
間 

　

役
場
福
祉
課　

11
月
30
日
㈬
ま
で

制
度
の
変
更
点

・
支
給
金
額
【
月
額
】

　

■

　

■
０
歳
〜
３
歳
未
満　

１
５
，０
０
０
円

　

■

　

■
３
歳
〜
小
学
校
修
了
前

　
　
︵
第
１
子
・
第
２
子
︶
１
０
，０
０
０
円

　
　

（
第
３
子
以
降
︶         

１
５
，０
０
０
円

　

■

　

■
中
学
生　
　
　
　

  

１
０
，０
０
０
円

・
支
給
要
件

■
子
ど
も
に
対
し
て
国
内
居
住
要
件
が

設
け
ら
れ
ま
し
た
。︵
留
学
中
を
除
く
︶

■
離
婚
協
議
中
で
別
居
し
て
い
る
場
合

に
、
子
ど
も
と
同
居
し
養
育
し
て
い

る
方
に
支
給
さ
れ
ま
す
。︵
単
身
赴

任
な
ど
で
監
護
が
継
続
す
る
場
合
は

今
ま
で
ど
お
り
︶

■
施
設
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
に
つ

い
て
は
、
施
設
の
設
置
者
や
里
親
な

ど
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

■
未
成
年
後
見
人
や
父
母
の
指
定
す
る

者
︵
父
母
が
国
外
に
居
住
す
る
場
合
︶

に
対
し
て
も
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※

保
護
者
が
公
務
員
の
方
は
、
今
ま
で
と

同
じ
く
勤
務
先
で
の
手
続
き
と
な
り
ま
す
。

　

新
た
な
支
給
要
件
に
該
当
す
る
方
、
通

知
が
届
い
て
い
な
く
て
支
給
要
件
に
該
当

す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
役
場
福
祉
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

徳
島
県
で
は
、現
在
実
施
し
て
い
る
﹁
徳

島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就
業
支
援
事

業
﹂
の
付
帯
事
業
と
し
て
、
パ
ソ
コ
ン
等

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
、
地
域
の

ひ
と
り
親
家
庭
等
の
お
子
さ
ま
に
対
し
て
、

e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
に
よ
り
教
育
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

﹁
徳
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就
業
支

援
事
業
﹂
の
訓
練
参
加
者
以
外
の
ひ
と
り

親
家
庭
等
の
お
子
さ
ま
も
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

・
実
施
期
間

　

平
成
23
年
９
月
12
日
㈪
〜

　

平
成
24
年
３
月
23
日
㈮

・
対
象
者

　

徳
島
県
内
在
住
の
ひ
と
り
親
家
庭
︵
母

　

子
家
庭
・
父
子
家
庭
・
寡
婦
︶の
子
ど
も

・
実
施
内
容

パ
ソ
コ
ン
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

た
、e
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
る
教
育
サ
ー
ビ

ス︵
幼
児
、小
・
中
・
高
校
生
、一
般
向
け
︶

・
受
講
場
所

　

訓
練
参
加
者
の
子
ど
も
⇩
自
宅

　

︵
訓
練
用
に
貸
与
し
た
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
︶

訓
練
参
加
者
以
外
の
子
ど
も
⇩
各
ひ
と

り
親
家
庭
等
在
宅
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー

︵
徳
島
駅
前
・
阿
南
市
日
開
野
町
・
吉

野
川
市
鴨
島
町
・
三
好
市
池
田
町
︶

・
受
講
料　

無
料

・
申
込
期
間

　

実
施
期
間
中
随
時
受
付
︵
た
だ
し
定
員

　

に
到
達
次
第
受
付
終
了
︶

　

詳
し
く
は
、
徳
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等

在
宅
就
業
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

・
申
込
・
問
い
合
わ
せ

徳
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
在
宅
就
業

支
援
セ
ン
タ
ー

〒
７
７
０-

０
８
３
１

徳
島
県
徳
島
市
寺
島
本
町
西
１-

７-

１

☎
０
１
２
０︵
４
１
４
︶５
０
２

子
ど
も
手
当
の
制
度
が

変
わ
り
ま
し
た

徳
島
県
ひ
と
り
親
家
庭
等
在

宅
就
業
支
援
事
業
に
つ
い
て

保
育
所
入
所
説
明
会
の

ご
案
内 福

祉

課

■
問
い
合
わ
せ

　

☎︵
４
２
︶１
５
０
２

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
　

infomation
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・

ミ
カ
ン
の
里
を
歩
か
ん
で
！

i n 

勝
浦
町
の
開
催
に
つ
い
て

学
校
法
人 

勝
浦
学
園

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

第
16
回  

紅 

舞 

祭 

【
前
夜
祭
】

・
日
時　

11
月
12
日
㈯

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

・
場
所　

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校 

体
育
館

・
記
念
講
演

　

演
題
﹃
土
砂
災
害
に
備
え
て
﹄

　
　
　

﹃
南
海
地
震
に
備
え
て
﹄

・
講
師　

　

県
土
整
備
部
河
川
局　
　

大
森　

孝
氏

　

徳
島
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー　

馬
越　

茂
氏

【
学
園
祭
「R

e:S
T
A
R
T

」 

】

・
日
時　

11
月
13
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

・
場
所　

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

・
内
容

展
示
紹
介
・
体
験
学
習
︵
理
学
療
法
学

科
、
作
業
療
法
学
科
︶
模
擬
店
・
バ
ザ

ー
・
そ
の
他
イ
ベ
ン
ト
多
数

※
多
数
の
方
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ　

　

徳
島
医
療
福
祉
専
門
学
校

　

☎
０
８
８
５︵
４
２
︶４
８
１
０

　

次
の
と
お
り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
町
民
の
み
な
さ
ま
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

・
開
催
日　

11
月
６
日
㈰
︵
小
雨
決
行
︶

・
集
合
時
刻　

午
前
９
時

・
出
発
時
刻　

午
前
10
時

　

Ａ
コ
ー
ス　

５
㎞　

正
午
解
散

　

Ｂ
コ
ー
ス　

10
㎞

　
　
　
　
　
　

午
後
２
時
30
分
解
散

・
集
合
・
受
付
場
所

　

勝
浦
町
役
場
・
職
員
駐
車
場

　
︵
勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
北
側
︶

・
参
加
料　

１
人　

３
０
０
円

　
　
　
　
　
︵
小
学
生
以
下
は
無
料
︶

　

当
日
、
集
金
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

・
そ
の
他　

弁
当
、
水
筒
、
雨
具
等
は
ご

　

持
参
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ

　

徳
島
県
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
協
会

　

☎
０
８
８︵
６
５
６
︶３
６
３
６

　

心
身
の
発
育
や
発
達
な
ど
に
関
す
る
相

談
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

・
日
時　

11
月
17
日
㈭

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時

・
場
所　

勝
浦
町
住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　

小
松
島
療
育
セ
ン
タ
ー
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す
。

・
予
約
・
申
し
込
み　

　

福
祉
課  

保
健
師　

11
月
４
日
㈮
ま
で

※

予
約
が
な
い
方
は
、 

当
日
受
け
る
こ
と

　

が
で
き
ま
せ
ん
。

〜
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
〜

　

勝
浦
町
で
は
、
障
害
の
あ
る
方
が
自
立

し
た
日
常
生
活
や
社
会
生
活
を
営
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た
め
、
相
談

事
業
者
に
委
託
し
相
談
支
援
事
業
を
行
っ

て
い
ま
す
。 

　

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
い
が
ど
う
す
れ
ば

い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
か
、
生
活
す
る
上

で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

︽
相
談
支
援
委
託
先
︾

　

社
会
福
祉
法
人　

悠
林
舎　

シ
ー
ズ

　

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
８
８
４︵
２
４
︶３
３
６
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
８
８
４︵
２
３
︶０
２
６
３

　

メ
ー
ル  a

n
a
n

＠s
e
e
d
s
.o

r.jp

　

そ
の
ほ
か
、
障
害
者
当
事
者
団
体 

︵
県

身
体
障
害
者
連
合
会
・
県
手
を
つ
な
ぐ
育

成
会
・
県
精
神
障
害
者
家
族
連
合
会
︶ 

が 

﹃
障
害
者
サ
ポ
ー
ト
ダ
イ
ヤ
ル
﹄ 

を
開
設

し
て
い
ま
す
。 

障
害
種
別
で
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

※

ど
ち
ら
の
相
談
も
無
料
で
す
。 

　

※

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
守
り
ま
す
。

子
ど
も
の
発
達
相
談
に
つ
い
て

障
害
者
相
談
支
援
事
業

精神障害者 知的障害者 身体障害者 障害
種別

月・水・金
９時~15時 月~金　９時~17時

徳島県立総合福
祉センター１階 徳島県立障害者交流プラザ３階

k
e
n
sin

re
n

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

to
k
u
-ik

u
se

ik
a
i

  @
k
o
u
ry

u
-p

la
z
a
.jp

携帯 FAX TEL メール FAX TEL メール FAX TEL

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
４
０

０
８
８︵
６
３
１
︶６
２
１
１

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
２
０

０
８
８︵
６
３
１
︶２
７
１
９

０
９
０︵
５
１
４
２
︶０
３
６
８

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

０
８
８︵
６
５
４
︶６
６
１
０

日
時

場
所

相　

談　

窓　

口

・

・

・

・

・

・

・

情報アラカルト

お

知
ら
せ

福

祉

課

■
問
い
合
わ
せ

　

☎︵
４
２
︶１
５
０
２

　

IP
㈹
０
５
０︵
３
４
３
８
︶７
１
４
８　
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・問い合わせ　自衛隊阿南地域事務所   ☎0884（22）6981　
　　　　　　　　 事務所：阿南市富岡町内町164(内町会館１F)自衛官募集

・・・・・・・・

・・・・・・・

・・・

何でもお気軽にご相談ください。例えば、
・国民年金保険料を納めている方
　⇒ 便利な口座振替は利用されていますか？
・国民年金保険料を納めることが困難な方
　⇒ 免除申請など、必要な手続きはされていますか？　
・年金を受給されている方
　⇒ 配偶者加給年金と振替加算などはご存知ですか？
　この機会にご自身の年金を確認してみてください。また、
公的年金制度の趣旨やしくみについてもご理解ください。
・問い合わせ　徳島南年金事務所　☎088-652-3114

11月は「ねんきん月間」です
日本年金機構では、下記の出張年金相談を行います。

　来春（平成24年）植林する杉・
桧等の申し込みを次のとおり受付
しますので、期日までに申し込み
下さい。

　平成23年12月26日㈪までに
申し込み下さい。

　それ以降は受付しません。

　苗木の配付は、平成24年３月
10日㈯を予定しています。

・申込み・問い合わせ

　徳島中央森林組合勝浦支所
　☎（42）1512
　IP 050（3438）8621

・日時　11月22日㈫  10：00～15：00
・場所　勝浦町住民福祉センター１階会議室
　　　　（勝浦町役場隣）

山林用苗木の申し込み

中卒17歳未満の者
（推薦については中
学校長等の推薦等
が別途必要です。) 

高等工科
学校生徒
（推 薦）

高等工科
学校生徒
（一 般）

11月１日～
12月16日

24年１月７日
～９日
※いずれか１日を
　指定されます。

神奈川県
横須賀市
（武山駐屯地）

修学年限３年
卒業後は
陸士長

中卒17歳未満の者 11月1日～
24年１月６日

1次
24年１月14日

2次
24年１月28日
～31日

板野郡松茂町
（海上自衛隊
基地内予定）

修学年限３年
卒業後は
陸士長

予　　備
自衛官補
(一 般)

18歳以上
34歳未満の者

１回目
１月11日～
４月６日
２回目
７月19日～
10月５日

1回目
４月15日～18日
2回目
10月14日～17日
※いずれか１日を
　指定されます。

板野郡松茂町
（海上自衛隊
基地内予定）

階級は指定　
しない。
教育訓練招集
手当日額：
7,900円
所要の教育訓
練を修了した
後、予備自衛官
として任用　
技能公募では、
語学や医療技
術、整備などの
分野に精通し
た皆さんが応
募することが
できます。

予　　備
自衛官補
(技 能)

18歳以上で国家免
許資格等を有する者
(資格により53歳未
満～55歳未満の者)

１回目
１月11日～
４月６日
２回目
７月19日～
10月５日

1回目
４月15日～18日
2回目
10月14日～17日
※いずれか１日を
　指定されます。

板野郡松茂町
（海上自衛隊
基地内予定）

募集種目 応募資格 受付期間 試　験 試験会場 待遇・その他

infomation



◆日時　毎週火曜日　午前10時30分～11時30分
◆場所　こどものひろば（沼江）
◆対象者　0～5歳児（家庭で保育されている子ども
　　　　と保護者）並びに妊婦さん

　子育てサークル「はぐくみクラブ」の11月の
行事をお知らせします。お母さん同士の交流を
広げ、親も子供も気軽に楽しめるサークルです。
　一度遊びにきませんか。

《活動報告》

◆行事
　予定

ベビー➡ベビーマッサージ
（バスタオル、フェイスタオル、お茶等の水
分補給できるものを持ってきてください）
キッズ➡体を動かして遊ぼう

８日㈫

お芋掘り１日㈫

11月生まれのお誕生会
読み聞かせ15日㈫

芋の収穫祭 芋を使ってお料理を
しよう （エプロン、三角巾、お茶等持っ
てきてください）

22日㈫

新聞紙を使って遊ぼう29日㈫

◆時　間　午前10時～11時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園
　　　　　☎42-2246 
◆対象者　０歳～５歳
　　　　　（家庭で保育されている　　
　　    　  子どもと保護者）  

 子育てサロン 予定 

　勝浦みかん保育園では、子育てに関する
相談を行っています。
　気軽にご相談ください。  
◆相談時間　平日８時30分～17時30分
◆場　所　勝浦みかん保育園 
◆内　容　乳幼児に関する来所相談・電話相談

２日 ☆室内外で好きな遊びをしましょう
☆ビリビリ色紙で遊びましょう

９日 ☆身体測定　
☆焼き芋パーティに参加しましょう

16日
☆11月生まれの誕生会
☆更正保護女性会の方と一緒に遊んだり子育て
　の経験話を聞きましょう

11月

※園庭開放は毎日９時30分～15時30分
   までしています。

■こどものひろば　　☎（44）2026　IP 050（3438）9813  
　　　　　　　　　　URL  http://blog.goo.ne.jp/hagukumi_2006問い合わせ・申し込み先
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国 医 費保 療と

　国民医療費が毎年増え続けています。このままの勢いで医療費が増え続けると、国保の財政がパン
クしてしまうおそれもあります。
　病気予防や健康づくりを心がけ、増加する医療費に歯止めをかけることが、国保の健全運営と私た
ち国民の負担軽減につながります。

医療機関への受診は適正に行いましょう

医療費の増加の主な理由は？
① 医学・医療技術の進歩
　医学・医療技術の進歩によっ
て、高度な医療を受けることが
増え、一件あたりの医療費が高
くなっていること。

② 生活習慣病など
　 慢性疾患患者の増加
　生活環境の変化、食生活の向上
などにより高血圧などの慢性疾患
で受診する人が増えていること。

医療費を有効に使うために
②夜間・休日にお子さんの急な病気で心
配になったら、まず小児救急電話相談
（#8000）の利用を考えましょう。
　小児科の医師や看護師からお子さん
の症状に応じた適切な対処の仕方など
のアドバイスが受けられます。

①かかりつけの医師を持ち、
気になることがあったら
まずはかかりつけの医師
に相談しましょう。

⑧後発医薬品（ジェネリック医薬品）は、先発医薬
品と同等の効能効果を持つ医薬品であり、費用が
先発医薬品よりも安くすみます。「ジェネリック
医薬品希望カード」を医療機関や薬局に提示する
ことなどにより、後発医薬品の利用について相談
にのってもらうことができます。

⑦薬は飲み合わせによっては、副
作用を生じることがあります。
お薬手帳の活用などにより、既
に処方されている薬を医師や薬
剤師に伝え、飲み合わせには注
意しましょう。

④同じ病気で複数の医療機関を受診する
ことは、控えましょう。重複する検査
や投薬によりかえって体に悪影響を与
えてしまうなどの心配もあります。

③緊急時以外は、時間外、
休日診療はなるべく避け
ましょう。

⑥薬が余っているときは、医師や薬剤
師に相談しましょう。

　（薬のもらいすぎに注意しましょう。）

⑤定期的に健康診断を受け、
病気の早期発見、早期治療
を心がけましょう。

③ 医療機関へのかかり方
　 によるもの
　重複受診や医師の指示に従わ
ないなど、かかり方によって医
療費が増えていること。

　災害など特別な理由により、生活が一時的に苦しく、医療費の支払いが困難となった世帯に対し、
病院の窓口での自己負担額が軽減及び徴収が猶予される制度です。
対象となる世帯
　世帯主又は生計を主として維持する被保険者が、次の⑴から⑶に該当し、資産等の活用を図って
もなおその生活が著しく困難である世帯。
⑴震災、風水害、火災その他これらに類する災害により資産に重大な損害を受けたとき。
⑵干ばつ、冷害、霜害等による農作物の不作、不漁その他これに類する事由により収入が減少したとき。
⑶事業又は業務の休廃止、失業等により収入が著しく減少したとき。
対象とならない場合
⑴国民健康保険税の滞納があるとき。
⑵利用可能な資産をすべて活用していないとき。
⑶減免等の認定期間を過ぎても一部負担金の支払いが困難で自立の可能性が
　ないと認められるとき。  ※この場合、生活保護法の適用について相談となります。

　申請の相談については、事前に電話にてご予約ください。
　■問い合わせ　勝浦町総務税務課国保係   ☎42-1503  IP050-3438-7148

国保一部負担金の減免及び徴収猶予制度
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控除証明書専用ダイヤル

　国民年金保険料は、所得税及び住民税等の申告において全額が社会保険料控除（非課税）
の対象となります。

　また、ご自身の保険料だけでなく、配偶者やご家族の保険料を納めた場合も申告する
ことができます。

　年末調整や確定申告の手続きの際、１年間に納付した国民年金保険料の額を証明する
控除証明書（証明内容は、本年１月１日から９月30日までに納付された国民年金保険
料の額と、年内に納付が見込まれる場合の納付見込額です）又は領収書が必要となりま
すので、控除証明書又は領収書は大切に保管してください。

国民年金保険料の年末調整や確定申告は、

「領収書」・「証明書」の添付が必要です

　控除証明書の送付について、国民年金保険料を平成23年１月１日から９月
30日までの間に納付された方は、平成23年11月上旬に日本年金機構から送
付されます。また、平成23年10月１日から 12月31日までの間に今年はじめ
て納付された方は、平成24年１月下旬に送付されます。

　なお、お問い合わせは、控除証明書専用ダイヤルまたは年金事務所までお願いします。

受付期間　平成23年11月１日～平成24年3月15日

受付時間　・月～金曜日　午前８：30～午後５：15
ただし、月曜日（月曜日が休日の場合は火曜日）は、午後7：00まで

・第２土曜日　午前９：30～午後４：00
祝日、12月29日～１月３日は、ご利用いただけません。

☎ 0570-070-117
※一般電話・公衆電話から、市内通話料金でご利用いただけます。
※IP電話等の方は☎03-6700-1130へおかけください。



17

11月の保健行事
〈 問い合わせ 〉 福祉課 保健師
☎（42）1502   IP㈹050（3438）7148

勝浦病院勝浦病院
☎42-2555　42-2555　
IPIP050-3438-7441050-3438-7441

勝浦病院
☎42-2555　
IP050-3438-7441

勝浦病院勝浦病院
だ よ りだ よ り
勝浦病院
だ よ り 11月の糖尿病教室は次のとおりです。（いずれも火曜日）

場　所　勝浦病院 ２階 多目的室
時　間　午後２時30分から
            １時間程度
費　用　無料です。
その他　申込みは不要で自由参加
　　　　です。お気軽にどうぞ。
　

日
１日
８日
15日
22日

担  当
内科医師
栄 養 士
薬 剤 師
看 護 師

内  容
糖尿病について
食事について
薬について
生活と運動について

内　　容 受付時間 場　所 持参するもの日 曜 対  象  者

　近年、統合失調症はおよそ120人に１人の割合で発病するとされており、
治療方法も進歩しています。
　それでも、再発や悪化を予防し、社会で自分らしく生きるためには、家族
の方の理解や支えが大切といわれています。そこで病気を正しく理解し、ご
本人を上手にサポートしていくことができるよう家族学習会を開催します。
　この機会にぜひ、基礎から学んでみませんか？

11月14日㈪ 10：00～12：00
「統合失調症と上手なつきあい方」
・講師　藍里病院  精神科医師　
　　　  井 上 麻 由 先生

12月2日㈮ 13：30～15：30
「上手な社会資源の使い方」
・講師　藍里病院  精神保健福祉士　
　　　  中 川 宗 史 先生

統合失調症家族教室の開催について

・場所　東部保健福祉局（徳島保健所 2 階）
・対象　統合失調症と診断された方のご家族
・料金　無料です

・申し込み及び問い合わせ
11月10日㈭までに徳島保健所健康増進
担当へ電話（☎088-602-8904）でお申
込ください。

第
１
回

第
２
回

1歳児・2歳児健康診査 13：30～14：00 農村環境改善
セ ン タ ー 母子健康手帳

平成22年10月1日～
12月31日生まれの子
平成21年10月1日～
12月31日生まれの子

7 月

高齢者インフルエンザ
予 防 接 種 8：30～15：00 勝 浦 病 院

予防接種予診票
保険証
接種料1,000円

申込者には日時等を
通知しています。　
65歳以上等

26 土

高齢者インフルエンザ
予 防 接 種 8：30～15：00 勝 浦 病 院

予防接種予診票
保険証
接種料1,000円

申込者には日時等を
通知しています。　
65歳以上等

12/3 土

9 水 認 知 症 予 防 教 室 10：30～11：30 住民福祉センター 住  民 参加費500円

30 水 介護予防運動教室 10：30～12：30 住民福祉センター 住  民 参加費500円

6 日 運動教室 14：00～15：15 坂 本 集 会 所 住  民 運動しやすい服装
バスタオル１枚

15 火

健 康 相 談 9：30～10：30
勝 浦 会 館 健康手帳住  民

介 護 教 室 10：30～11：30
健 康 相 談 13：30～14：00

中 山 集 会 所 健康手帳住  民
運動教室 14：00～16：00

乳 児 健 康 診 査 13：30～14：00 農村環境改善
セ ン タ ー 母子健康手帳平成23年4月1日～

8月31日生まれの子25 金

講師
株本泰輔先生

講師
森本郁代先生

インフルエンザワクチン接種予約を午後３時から5時まで電話受付しています。

みんなの健康



強化月間
SIDS対策

SIDS（Sudden Infant Death Syndrome）＝
乳幼児突然死症候群 とは

それまで元気だった赤ちゃんが、事故や窒息ではなく

睡眠中に突然死亡する病気です。原因は、まだわかっ

ていません。日本では、およそ 6,000〜7,000 人に 1

人の赤ちゃんがこの病気で亡くなっていると推定され

ています。生後２ヵ月から６ヵ月に多く、まれに１歳以

上でも発症することがあります。

母乳で育てられている乳児

は、人工乳の乳児と比べて

SIDSの発症率が低いといわ

れています。人工乳がSIDS

を引き起こすわけではあり

ませんが、できるだけ母乳で

育てるようにしましょう。

1

うつぶせ寝が、あおむけ寝に比べて

SIDSの発症率が高いという研究結果

がでています。医学上の理由で必要

なとき以外は、赤ちゃんの顔が見え

るあおむけに寝かせるようにしましょ

う。また、赤ちゃんをなるべく一人に

しないことや、寝かせ方に対する配慮

をすることは、窒息や誤飲、けがなど

の事故を未然に防ぐことになります。

うつぶせ寝
は避ける

2

両親が喫煙する場合、両親

が喫煙しない場合よりSIDS

の発症率が高くなるという

データがあります。妊婦自身

が禁煙することはもちろん、

妊婦や乳児のそばでの喫煙

も避けるよう、身近な人の協

力が必要です。

たばこは
やめる

できるだけ
母乳で
育てる

3

SIDSSIDSから赤ちゃんを守るための3つのポイントから赤ちゃんを守るための3つのポイント

SIDSSIDSから赤ちゃん赤ちゃんを守りましょう

1111月は
乳

11月は

・

　厚生労働省医薬食品局血液対策課並びに徳島県健康増進課から、季節性インフ
ルエンザワクチンの供給が医療機関へ遅れる旨の通知がありました。
　遅れる理由として、「北里第一三共ワクチン株式会社が製造中の季節性インフ
ルエンザワクチンの原液の一部で、品質試験において不適合の可能性があること
が判明し、北里による再試験を実施し、再試験の結果が確認されてから出荷する」
ことになったため、ワクチンの入荷が遅れています。

高齢者インフルエンザワクチン接種の申込をされた皆様へ

日程変更について

　つきましては、勝浦病院で接種を予定しています日程は、下記のように変更して
実施しますので、ご協力よろしくお願いします。

　なお、申し込みをされた方（対象者）には、変更した接種日時及び関係書
類を個人通知しますので、お間違いのないよう、よろしくお願いいたします。

接種日 ・11月26日㈯ ・12月３日㈯ ・12月10日㈯

ポリオの予防には、 ポリオの予防には、 
ポリオワクチンの接種が必要です。ポリオワクチンの接種が必要です。

・問い合わせ　福祉課  保健師　婸（42）1502　IP⑫050（3438）7148
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SIDSから赤ちゃんを守るための3つのポイント

SIDS 赤ちゃん 守

11月は

不活化ポリオワクチンの導入は、可能な限り迅速に行いますが、
早くても、2012（平成24）年度の終わり頃の予定です。
◆不活化ポリオワクチンは、今年末頃から順次、国内導入のための申請
（薬事承認申請）が、 開発企業によって行われる予定です。 

できるだけ早く、不活化ポリオワクチンへ切り替えられるよう
取り組んでいます。
◆現在、複数の企業によって不活化ポリオワクチンの開発が進められており、実際に人に接
種して安全性や有効性を確認する「治験（ちけん）」が行われています。

◆厚生労働省では、不活化ポリオワクチンを国内に導入する際には、できるだけ速やかに定期
接種として広く実施できるよう、生ワクチンからの移行の方法などの検討を始めています。

生ポリオワクチンの接種を受けた後は、手洗いなどに気をつけましょう。
◆生ポリオワクチンを接種してから１か月程度は、ウイルスが便の中に出ています。
・特に初回接種の後１〜２週間目に、便中のウイルス量が最大になるという報告もあります。 

◆この期間、おむつ交換の後などには十分に手を洗うなどして、便の中のウイルスが
他の人の口に入らないように気をつけ、感染の危険性を少しでも小さくしましょう。
◆また、生ポリオワクチンの２次感染を防ぐには、地域内のすべての乳児が一斉に
接種を受けるのが、最も安全性の高い方法です。

不活化ポリオワクチンの導入まで、
ポリオワクチンの接種を待つことは、おすすめできません。
◆不活化ポリオワクチンを導入するまで、ポリオワクチンを接種せずに様子をみる人が増え
ると、免疫をもたない人が増え、国内でポリオの流行が起こってしまう危険性があります。 
◆ポリオの流行のない社会を保つためには、ワクチンの接種が必要です。 

ポリオワクチンを接種することが、ポリオを予防する唯一の方法です。
◆日本では、2000年にポリオの根絶を報告しましたが、世界には、今でも流行している地域
があり、渡航者などを介して感染はどの国にも広がる可能性があります。
◆このため、ポリオの根絶に向けて、世界中でワクチンの接種が行われています。

厚生労働省から
保護者の皆様へお知らせ

ポリオワクチンに関する情報は、厚生労働省ホームページでご案内しています。
http://www.mhlw.go.jp/bunya/kenkou/polio/index.html

・ ・ ・

ポリオの予防ポリオの予防には、には、 ポリオの予防ポリオの予防には、には、 ポリオの予防には、 
ポリオワクチンの接種ポリオワクチンの接種が必要です。が必要です。ポリオワクチンの接種ポリオワクチンの接種が必要です。が必要です。ポリオワクチンの接種が必要です。
　現在、小児マヒの予防には、生ワクチンが使われていますが、不活性化ワクチン
への移行が検討されています。

・

19
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かたりあうページ

❋
　

私
が
入
院
し
た
時
、
眼
科
や
外
科
、
内
科

な
ど
い
ろ
い
ろ
な
症
状
の
患
者
さ
ん
と
知
り

合
い
に
な
っ
た
。
仕
事
で
足
を
骨
折
し
た
人
、

胃
を
悪
く
し
て
入
院
し
た
人
、
目
の
手
術
を

受
け
た
人
な
ど
、
年
齢
や
性
別
、
職
業
も
様
々

で
、
ふ
だ
ん
あ
ま
り
接
す
る
こ
と
の
な
い
人

た
ち
と
話
す
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
病
気
や
ケ

ガ
の
苦
労
話
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
世
代
の

違
う
人
た
ち
の
話
は
と
て
も
お
も
し
ろ
か
っ

た
。﹁
人
権
﹂
に
つ
い
て
考
え
る
時
、
そ
の

中
の
一
人
の
患
者
さ
ん
の
こ
と
が
頭
に
浮
か

ん
だ
。

　

人
権
侵
害
と
は
、
障
害
者
や
お
年
寄
り
な

ど
、
立
場
の
弱
い
人
た
ち
に
対
す
る
差
別
や
、

悪
意
の
あ
る
偏
見
か
ら
く
る
も
の
だ
と
ば
か

り
思
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
た
と
え
善
意

で
あ
っ
て
も
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
か
ら
人
権
の
侵

害
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
と
考
え

さ
せ
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

目
の
手
術
を
受
け
た
そ
の
人
は
、
母
と
同

年
代
ぐ
ら
い
の
女
の
人
だ
っ
た
。
目
が
不
自

由
な
こ
と
で
、
周
り
の
人
た
ち
が
と
て
も
よ

く
し
て
く
れ
る
の
は
い
い
が
、
そ
の
た
め
に

困
っ
た
り
悲
し
い
思
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る

と
い
う
の
だ
っ
た
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
人
に

優
し
く
親
切
に
す
る
こ
と
は
、
い
わ
ば
常
識

で
あ
り
、
当
然
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
た
だ

け
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け
た
。
困
っ
た

時
に
手
を
貸
し
て
く
れ
る
と
い
う
の
に
、
悲

し
い
思
い
を
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な
の

だ
ろ
う
。
私
た
ち
が
親
切
の
つ
も
り
で
や
っ

て
い
る
こ
と
が
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
と
い
う

の
だ
ろ
う
か
。
お
年
寄
り
や
障
害
者
を
い
た

わ
る
の
は
当
た
り
前
で
あ
り
、
そ
れ
は
感
謝

さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
迷
惑
に
思
う
な

ど
と
は
筋
違
い
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
こ

ろ
が
、
そ
の
人
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
好
意

の
つ
も
り
で
も
、
ま
る
で
小
さ
な
子
ど
も
の

よ
う
に
扱
わ
れ
た
り
、
こ
れ
は
危
険
だ
か
ら

と
勝
手
に
予
測
さ
れ
て
遠
ざ
け
ら
れ
て
し
ま

っ
た
り
と
、
自
分
の
意
思
と
は
関
係
な
く
何

で
も
先
回
り
さ
れ
て
し
ま
う
の
が
悲
し
い
の

だ
そ
う
だ
。
目
は
悪
く
と
も
、
自
分
は
子
ど

も
で
は
な
い
し
、
で
き
な
く
は
な
い
こ
と
に

ま
で
、
行
き
過
ぎ
た
親
切
に
ひ
ど
く
心
を
傷

つ
け
ら
れ
る
の
だ
と
い
う
。
ま
た
、
相
手
が

よ
か
れ
と
思
っ
て
く
れ
て
い
る
こ
と
だ
け
に
、

そ
れ
を
断
ろ
う
も
の
な
ら
あ
か
ら
さ
ま
に
い

や
な
顔
を
さ
れ
た
り
、
急
に
態
度
を
変
え
ら

れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
り
で
、
か
え
っ
て
気
を

遣
う
の
だ
そ
う
だ
。

　

私
は
は
っ
と
し
た
。
今
ま
で
手
を
貸
す
側

か
ら
見
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
逆
の
立
場
か

ら
考
え
た
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
大
き
な
衝

撃
を
受
け
た
。
い
つ
の
間
に
か
、
相
手
よ
り

自
分
を
少
し
高
い
所
に
置
い
て
見
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
無
意
識
の
う
ち
に
相
手
の
こ
と

を
保
護
す
べ
き
弱
者
だ
と
し
て
見
て
い
な
い

だ
ろ
う
か
。
私
は
今
、
中
学
生
だ
が
そ
れ
以

下
の
子
ど
も
扱
い
さ
れ
る
と
腹
が
立
つ
。
い

ち
い
ち
細
か
い
こ
と
ま
で
制
限
さ
れ
た
り
禁

止
さ
れ
た
り
す
れ
ば
、
確
か
に
い
い
気
持
ち

は
し
な
い
。
同
じ
よ
う
に
、
障
害
者
や
老
人

に
対
し
て
、
危
険
だ
何
だ
の
と
、
そ
の
人
が

で
き
る
こ
と
ま
で
を
も
禁
止
し
、
ま
だ
こ
ぼ

し
て
も
い
な
い
湯
の
み
を
取
り
上
げ
る
よ
う

な
こ
と
を
し
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

確
か
に
、
弱
者
を
い
た
わ
り
、
手
助
け
を

す
る
こ
と
は
、
人
と
し
て
当
然
で
あ
り
必
要

な
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
相
手
の
気
持
ち

や
状
況
を
考
え
ず
、
た
だ
一
方
的
に
押
し
つ

け
る
だ
け
の
親
切
は
た
だ
の
自
己
満
足
で
し

か
な
い
。
見
え
な
い
人
に
は
見
え
な
い
人
な

り
の
や
り
方
や
考
え
方
が
あ
る
の
に
、
そ
こ

に
寄
り
添
う
た
め
の
理
解
が
な
い
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
人
権
を
侵
害
し
て
い
る
と
い
え
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

人
は
皆
、
平
等
で
あ
る
。
け
れ
ど
環
境
や

年
齢
、
身
体
能
力
な
ど
は
同
じ
で
は
な
い
。

だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
し
て
の
尊
敬
の
念
や
思

い
や
り
、
い
た
わ
り
の
心
を
持
っ
て
接
す
る

こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
う
。

　

し
ば
ら
く
前
の
人
権
侵
害
と
は
、
人
を
自

分
よ
り
見
下
し
た
り
、
お
と
し
め
る
こ
と
で

優
越
感
を
持
つ
た
め
の
も
の
だ
っ
た
よ
う
に

思
う
。
そ
し
て
今
、
生
活
や
文
化
が
豊
か
に

な
っ
た
現
代
で
は
、
行
き
過
ぎ
た
親
切
や
い

た
わ
り
が
人
の
心
を
傷
つ
け
、
そ
れ
が
新
た

な
種
類
の
人
権
侵
害
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
る
の
だ
。﹁
善
意
、
イ
コ
ー
ル
、

感
謝
さ
れ
る
べ
き
も
の
﹂
と
い
う
考
え
方
が

全
て
に
当
て
は
ま
る
と
は
限
ら
な
い
。
ま
た
、

当
て
は
め
よ
う
と
し
て
は
な
ら
な
い
。
そ
の

人
に
と
っ
て
の
﹁
い
ち
ば
ん
﹂
は
何
か
。
ひ

と
り
ひ
と
り
を
尊
重
す
る
た
め
に
は
、
本
当

に
助
け
が
必
要
か
ど
う
か
、
出
す
ぎ
た
こ
と

を
し
て
い
な
い
か
を
見
極
め
る
こ
と
も
大
切

な
の
だ
と
思
う
。

　

﹁
人
権
﹂
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
。
そ
れ

は
と
て
も
難
し
い
こ
と
の
よ
う
に
思
え
る
が
、

意
外
と
簡
単
な
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

同
じ
人
間
同
士
が
並
ん
で
歩
く
た
め
の
人
と

人
と
の
間
の
権
利
。
私
た
ち
が
無
意
識
の
う

ち
に
作
り
出
し
て
い
る
優
劣
の
壁
を
取
り
払

う
こ
と
。
自
分
の
価
値
観
を
人
に
押
し
つ
け

な
い
こ
と
。
自
分
も
相
手
も
同
じ
ひ
と
り
の

人
間
な
の
だ
と
、
そ
の
人
の
心
に
寄
り
添
い
、

理
解
し
合
う
努
力
こ
そ
、
人
権
を
守
る
大
き

な
力
に
な
る
と
思
う
。

法
務
省
人
権
擁
護
局
・
全
国
人
権
擁
護
委
員　

連
合
会
主
催

第
30
回 

全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

内
閣
総
理
大
臣
賞

佐
賀
県
・
佐
賀
市
立
東
与
賀
中
学
校  

三
年

江
川  

麻
理
香
さ
ん
の
作
品

私
の
大
好
き
な
ふ
る
里

私
の
大
好
き
な
ふ
る
里

身
近
で
無
意
識
な
人
権
侵
害
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❊  行 事  ❊

休館日県立図書館協力巡回日

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5

6 7 8 9 10 11 12

13 14 15 16 17 18 19

20 21 22 23 24 25 26

27 28 29 30

★おはなし会　

　27日㈰ 午後２時から

　場 所　図書館幼児室

※小さなお子様を対象に

した紙芝居の読み聞か

せです。ぜひいらして

下さい。

■  新着図書一部紹介  ■

■  新着ＤＶＤ  ■

くちぬい　　　　　　　　板東眞砂子

これはペンです　　　　　円 城 　 塔

カンタ　　　　　　　　　石 田 衣 良

金平糖の降るところ　　　江 國 香 織

夢の浮橋　　　　　　　　蜂 谷 　 涼

家康の子　　　　　　　　植松三十里

ECHOES −木霊−        　辻 　 仁 成

安全な妄想　　　　　　　長 嶋 　 有

伊賀忍び控え帖　　　　　津 本 　 陽

夢行脚 −俳人・諸九の恋−   浮 穴 み み

無宿島　　　　　　　　　翔 田 　 寛

世界が終わる灯　　　　　月 原 　 渉

猫は忘れない　　　　　　東 　 直 己

赤い三日月　上・下　　　　黒 木 　 亮

ハードラック　　　　　　薬 丸 　 岳

借りぐらしのアリエッティ

映画ドラえもん のび太と緑の巨人伝

スヌーピーと幸せのブランケット

ナルニア国物語 第３章 
　　　　　　　　 アスラン王と魔法の島

武士の家計簿

　今年も阿波絵師等によって描かれた

掛軸を展示することになりました。

　是非この機会にご鑑賞ください。

掛軸展示会第15回

■日時　11月５日㈯～12日㈯
　　　　午前９時30分～午後５時
　　　　（12日は午後４時まで）
■場所　勝浦町図書館２階
　　　　視聴覚室・郷土資料室

虚像　上・下
���������������　��高�杉�　�良

　男はいかに政商となり、

なぜ表舞台から消えたのか

——。規制緩和の旗手を演

じたノンバンクの帝王。そ

の野望と「失われた十年」

を問う経済小説の金字塔！

こいわすれ
���������������　��畠�中�　�恵

　江戸町名主の跡取り息

子・高橋麻之助が親友とと

もに様々な謎と揉め事に立

ち向かう好評シリーズ第三

弾。麻之助もとうとう人の

親に？

ランウェイ
���������������　��幸�田�真�音

　洋服が好き！情熱は人生

の新たな扉を開ける。有名

ブランドの販売職からバイ

ヤーへ抜擢された真昼･･･。

ファッション業界を舞台に

描く仕事と恋の物語。

パッション

人
物
画
：
大
原
呑
舟

山
水
画
：
浜　

晶
雲

図書館
だより
★図書館が閉っている時の返却
本は玄関横のブックポストに
入れて下さい。
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古紙の出し方

　ガムテープなどは使わず、 ひもで束ねて出す。

古紙の分け方

①段ボール
　厚手の菓子箱などは大丈夫です。

②新聞紙・折込チラシ
　「広報かつうら」 のようなものは雑誌へ

　新聞紙・折込チラシは一緒にひもで束ねて出す。 

③古本・雑誌・紙
　同じ種類に分ける。 厚い表紙は破って段ボールへ

　ビニール封筒に入った雑誌などは、 ビニール封筒　

　をはずす。 

　ビニール窓のついた封筒はビニールをはずす。

古紙の回収にご協力を!
指定場所と11月・12月の受取日時

ボランティアグループ「勝浦を考える会」

指定場所 

指定場所 

受取日時

受取日時

（中角）勝浦町農村婦人の家敷地内
　　　 リサイクル保管庫
10月30日㈰～11月４日㈮
11月27日㈰～12月２日㈮
12月24日㈯～27日㈫
午前８時30分～午後５時

（横瀬）勝浦町民体育館裏
　　　 リサイクル保管庫
11月６日㈰～11日㈮
12月４日㈰～  ９日㈮
12月24日㈯～27日㈫
午前８時30分～午後５時

※午後５時から午前８時30分まで保管庫を施錠します。 　
　絶対、 保管庫の外に古紙を置かないようにしてください。

出してはいけない物 （禁忌品）  

粘着物

金属

フィルム
や合成樹脂

特殊な薬剤
が 塗 布
さ れ た 紙

その他

粘着テープ、 シール、 ワッペン類、 糊が
多量に使われているもの

金具がついたファイル、 金属クリップ類

フィルム類、 セロハン、 発泡スチロール、 
プラスチック製品、 ビニールコート紙

耐水性段ボール、 紙コップなどのワック
ス加工紙、 酒の紙パック、 写真、 油紙、 
レシートなどの感熱紙、 カーボン紙、 ペ
ットのえさ袋

カセットテープ、 アルバム、 手さげ紐が
ビニールの紙袋、 セメント、 ビニールが
含まれた米袋、 紙以外のもの

【問い合わせ】　住民課　☎(42)1501

　　　　　　　IP ㈹ 050（3438）7148

ビン（無色･茶色･その他）収集日程表
収集日 地区 設  置  場  所

収集日 地区 備　考

８日㈫ 中山 中 山 集 会 所 前

 ４日㈮
18日㈮

立川・中山

横瀬・坂本

原則第１・３金曜日ただし

祝祭日やお盆は変更してい

ます。ご注意ください。

ペットボトル・白色トレイ収集日程表

15日㈫ 立川 前田さん宅前ごみフェンス横

22日㈫

横瀬

坂本

横 瀬 集 会 所 前

小 倉 さ ん 宅 前 三 さ 路

広 瀬 さ ん 宅 東

出見勢中央常会ゴミフェンス横

前 川 農 村 公 園

佐野さん宅前ごみフェンス横

久保の内ごみフェンス横

長福寺前ごみフェンス横

旧JA坂本出張所上ごみフェンス横

綿綿100100％古着回収％古着回収のお知らせお知らせ綿100％古着回収のお知らせ

11月17日㈭
午前９時から午後４時まで
勝浦町リサイクルプラザ
（横瀬　速水商店前） 
リサイクルプラザ内の回収用コンテナ
に入れてください。綿100％で無い等、 
不適品は持ち帰っていただきます。

日時

場所

方法

飼い主の都合で飼えなくなった
犬の引き取り日

10日㈭
24日㈭

※登録している犬の場合は印鑑、鑑
札及び下記手数料分の県の収入証
紙をご持参のうえ、申請書類（所有
権放棄書、引取り申請書）を記入し
ていただきます。申請書類は、事前
に勝浦町ホームページからダウン
ロードすることもできます。

犬の引取り手数料

⑴ 生後91日以上⋯2,000円/匹

⑵ 生後91日未満⋯  500円/匹

11月
ごみは正しく出して美しい町をつくりましょう

分別ステーション設置地区は、 毎日出すことができますが、 年末
年始等の連休には集中しないように計画的に出してください。
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11
月
・
12
月
中
の

猟
銃
等
講
習
会
開
催
日
程  

小
松
島
警
察
署

か
ら
の

お
知
ら
せ

犯
罪
被
害
者
相
談
所
の
ご
案
内

電
話
相
談

☎

０
８
８︵
６
５
６
︶８
０
８
０

月
曜
〜
金
曜 (

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時)

年
末
年
始
、
祝
祭
日
を
除
き
ま
す
。

秘
密
は
守
り
ま
す
！
相
談
は
無
料
で
す
。

　

今
年
も
11
月
21
日
㈪
か
ら
11
月
30
日

㈬
ま
で
の
10
日
間
、
高
齢
者
の
交
通
事

故
が
無
く
な
る
こ
と
を
目
指
し
、﹁
高
齢

者
交
通
安
全
県
民
運
動
﹂
が
実
施
さ
れ
ま

す
。
こ
の
運
動
の
頃
か
ら
年
末
に
か
け
て

は
年
間
で
最
も
交
通
事
故
が
発
生
す
る
時

期
で
す
。  　

　

高
齢
者
の
方
は
、
正
し
い
通
行(

歩
道

通
行
、
路
側
帯
通
行)

を
励
行
し
、
道
路

を
横
断
す
る
際
に
は
、
左
右
の
安
全
確
認

を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

　

夕
暮
れ
時
、
夜
間
に
外
出
す
る
際
は
、

明
る
い
服
装
や
反
射
材
等
を
身
に
つ
け
ま

し
ょ
う
。 

■
経
験
者
講
習

　

11
月
10
日
㈭　

徳
島
北
警
察
署

　

12
月
14
日
㈬　

美
馬
警
察
署

　

12
月
22
日
㈭　

阿
南
警
察
署

■
初
心
者
講
習

　

11
月
16
日
㈬　

徳
島
西
警
察
署

　

(

12
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

■
年
少
資
格
認
定
講
習

　

12
月
21
日
㈬　

小
松
島
警
察
署

　

(

11
月
は
あ
り
ま
せ
ん
。)

屋
上
や
頭
上
一
面
秋
の
雲

権
現
へ
ゆ
く
砂
利
道
や
秋
日
さ
す

三
溪　

中 

村 

育 

子

狂
言
を
娘
等
と
楽
し
む
秋
一
夜

送
り
出
て
土
産
持
た
せ
る
秋
祭

横
瀬　

日
下
智
世
子

稲
刈
り
や
里
か
ら
山
へ
秋
移
し

味
如
何
に
極
早
生
み
か
ん
初
ち
ぎ
り

横
瀬　

前 

田 

好 

次

秋
祭
り
こ
の
世
の
春
と
小
鳥
た
ち

古
里
の
鮎
狩
り
楽
し
思
い
出
が

棚
野　

北
島
ア
サ
ノ

雨
蛙
墓
石
の
文
字
中
彼
岸
前

だ
ん
じ
り
の
ず
し
り
と
重
き
秋
祭
り

生
名　

石 

田 

白 

萩

秋
祭
花
火
華
や
か
夜
空
染
め

神
佛
に
紅
葉
散
る
よ
な
人
生
を

生
名　

小 

西 

典 

子

北
陸
へ
帰
る
夜
汽
車
の
秋
遍
路

図
書
館
の
静
か
に
混
め
り
文
化
の
日            

生
名　

丸 

山 

香 

月

弓
高
く
揚
げ
し
騎
馬
像
風
は
秋

秋
の
座
は
庭
よ
り
早
く
暮
れ
な
ず
む

手
入
れ
良
く
届
き
し
栗
山
今
朝
拾
う

暮
れ
な
ず
む
鈴
虫
に
耳
貸
し
申
す

中
角　

東 

山 

正 

五

鼻
風
邪
に
重
ね
着
重
き
時
雨
か
な

惨
荒
野
過
夏
の
つ
め
あ
と
晩
秋
思

中
角　

岡
本
ハ
ツ
ヱ

澄
む
水
の
飯
盒
め
し
や
そ
の
昔

村
を
出
た
子
達
に
ス
ダ
チ
親
心

坂
本　

仙 

才 

良 

子

水
澄
め
る
国
に
生
れ
感
謝
せ
り

栗
飯
の
煮
き
あ
が
り
た
る
香
り
か
な

坂
本　

山 

口 

昭 

市

栗
は
ぜ
て
見
上
げ
る
空
の
碧
さ
か
な

コ
ス
モ
ス
の
径
に
園
児
の
見
え
か
く
れ

坂
本　

新 

居 　

 

晋

コ
ス
モ
ス
の
乱
れ
乱
れ
て
雨
上
る

歩
を
止
め
又
鈴
虫
の
鳴
く
を
待
つ

坂
本　

新 

居 

雄 

彦

コ
ス
モ
ス
や
田
一
面
に
カ
ー
ニ
バ
ル

焼
き
魚
ス
ダ
チ
搾
り
て
食
す
す
む

坂
本　

新 

居 

清 

治

も
ず
の
声
開
け
た
窓
よ
り
届
き
け
り

す
だ
ち
待
つ
子
に
送
ら
ね
ば
と
老
い

た
父                

坂
本　

坂 
本 

郵 

子

　

原
句
の
ま
ま
掲
載
し
ま
し
た
。

　

こ
の
俳
句
欄
は
特
定
の
会
員
制
で
は
な
く
、

町
民
だ
れ
で
も
随
意
に
投
句
で
き
ま
す
。
ま
た

作
品
に
優
劣
や
順
位
を
つ
け
た
り
、
添
削
等
も

一
切
し
ま
せ
ん
。
多
数
投
句
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
作
品
募
集

11
月
５
日
締
め
切
り　

短
歌
一
人
一
首

あ
て
先　

横
瀬　

中
田
ヤ
ス
ヱ

12
月
５
日
締
め
切
り　

川
柳
一
人
二
句

あ
て
先　

棚
野　

竹
田
あ
ゆ
み

ひ
と
り
で
お
悩
み
で
は

あ
り
ま
せ
ん
か

高
齢
者
交
通
安
全

県
民
運
動

く
り  

め
し

あ
お

と
ど
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平
成
23年

11月
１
日
発
行
　
 　
　
編
集
・
発
行
　
勝
浦
町
住
民
課
　
　
　
 〒771-4395  徳

島
県
勝
浦
郡
           勝

浦
町
大
字
久
国
字
久
保
田
3　

TEL（
0885）42-1501　

FAX（
0885）42-3028　

ホ
ーム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.tow

n.katsuura.lg.jp　
　
　
E-m
ailア
ド
レ
ス
　
jyum

in＠
town.katsuura.lg.jp　

　
　
印
刷
　
鳥
海
印
刷
㈲

N
o.4

9
7

11
月
号

か
つ
う
ら

広
報

まちのうごきうごきまちのうごき

世帯数

男 性

女 性

計

2,165戸

2,834人
3,064人

5,898人

出生
死亡
転入
転出

男
男
男
男

１人

６人

５人

４人

女
女
女
女

１人

２人

３人

10人

計
計
計
計

２人

８人

８人

14人

人  口 平成23年９月30日現在

お悔やみ申します

大字沼江字花紫壟 (81歳)柳谷隆義

大字棚野字桧岡 (83歳)溝上万一
大字中角字西山 (84歳)麻植　貢
大字坂本字栄田 (78歳)美馬忠弘

お誕生おめでとう

大字中角字前山 蒼 衣
大 上 哲 司

　　理恵子

あお い

大字沼江字西ヶ原 実 来
中 田 健 二

　 　 実 希

み く

日 月 火 水 木 金 土

11月 勝浦郡夜間救急当番表

勝浦病院 ☎42-2555 上勝診療所 ☎44-5010
平日：午後６時~翌朝午前９時　休日：午後７時~翌朝午前９時

1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15 16 17 18 19
20 21 22 23 24 25 26
27 28 29 30

心配ごと相談 ☎（42）4652
IP 050（3438）8457

交流講座ご案内

日時　11月４日㈮ ・ 11日㈮ ・　18日㈮ ・ 25日㈮
　　　午後１時～４時30分
場所　勝浦町住民福祉センター１階
内容　人権・行政・厚生・福祉
※相談日以外でも予約は承ります。　 

年 金 相 談

日時　11月12日㈯
　　　午前９時30分～午後４時　 　 

☆年金に関する電話での相談は、 
　「ねんきんダイヤル」 で承ります。 
　☎0570（05）1165 （IP 電話･PHS）03（6700）1165

☆「ねんきん定期便」 に関する電話での相談は、
　「ねんきん定期便専用ダイヤル」 で承ります。
　（「ねんきん特別便」に関するお問い合わせについても

　お受けいたします。） 

　☎0570（058）555 （IP電話･PHS）03（6700）1144

場所  勝浦会館

場 所  徳島南年金事務所
持参物  年金手帳・年金証書等

休日年金相談

日時　毎週月曜日
　　　午前８時30分～午後７時　 

時間延長年金相談

９月16日〜
10月15日 善意ありがとうございました

以上の方から善意銀行に善意がよせられました。
ありがとうございました。

☎（42）3305　 IP 050（3438）8631

勝浦会館のメールアドレスが変更になりました。

katuurakaikan@quolia.ne.jp

(生名 )さん竹 林 卓 師

　近隣地域との交流事業として、今月も各種
講座を次の通り開講いたします。

◎大正琴は初心者コースもあります。

15㈫・22㈫
２㈬・16㈬
６㈰・20㈰
７㈪・28㈪

10㈭・17㈭
25㈮

陶 芸
踊 り
歌 謡
生け花

大正琴

午後 7:30～9:30
午後 2:00～4:00
午後 7:30～9:30
午後 7:30～9:30

㈭ 午後 1:00～3:00
㈮ 午後 7:00～9:00

教室名 実施日 時　間

※勝浦町内での救急患者輸送車の依頼は、
☎42-2500です。

※勝浦町内には救急患者輸送車は１台しか
有りません。緊急性のない方の利用は、
おやめください。

平成23年９月16日〜10月15日（敬称略）


